
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

708（S−496） 一
般演題 日産婦誌65巻 2号

P2−5・7　当院 にお け る HPV −DNA 検査の 有用性 に つ い て の 検討
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【目的】HPV − DNA 検査 は，子宮頸部細胞診 と比 べ 子宮頸部上皮内腫瘍 （CIN ）の 検出 感度に 優 れ て お り，両者の 併用 に よ り

精度の 高い 子宮頸癌検診が可能とされて い る．HPV − DNA 検査 の 有用性を検討すべ く，CIN2 以上の 病変検出を目的とした

子宮頸部細胞診 との 併用 に お け る検査精度な らび に細 胞 診正 常 で HPV − DNA 検査 陽性 を示 した症 例 の 追 跡 調 査 を 行 っ た．

【方法】2010年 2月か ら2012年 8月まで に当院に て 子宮頸部細胞診と HPV −DNA 検査の 併用検査を施行した 2255例を対象

と した．【成 績1全体で の HPV 陽性 率 は 10．7％ で あ り，細 胞診別 で は NILM ：8．1％，　 ASC −US ：75．5％，　 ASC −H ：0％，　 LSIL：

94、4％ ，HSIL ：100％，　 SCC ：100％ で あっ た．両検査併用 に よ りCIN2 以 上 の 病変は，54例（CIN2 ：23 例，　 CIN3 ：26例，　 AIS ：

1 例，頸癌 ：4 例）検出可能で あ っ た．検出精度に つ い て も細胞診単独 と比 較す る と感度 （．単独群 61．1％，併用群 100％ ），陰

性的中率 （単独群 99．0％，併用 群 100％）と高い 検査精度が 示 され た．また，細胞診正常で HPV 検査陽性を示す症例 は全体
の 78 ％ （176／2255）に 認め られ，そ の 後 の 経過観察 に よ りC】N2 以 上 の 病変 （C】N2 ：10例，　 CIN3 ：11例）の 38．9％ に相当す

る 21例が検出された，こ れらの HPV 検査施行からCIN 検出まで に要した平均期間は 4．2 カ 月（1〜14カ 月）で あっ た．【結論】
他の 報告 と同様 に細胞診 と HPV 検査 の 併用検査 は，当院に お い て も高い 検査精度が 確認 され た．細胞診正 常で HPV − DNA
検査陽性を示す症例か ら CIN症例が 多数検出可能で あっ た事は HPV 検査 の 有効性 と考え られ る が，検査方法な どに つ い て

は更 な る検討が 必要で ある と思わ れ た，
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【目的】S 市 にお け る HPV 併 用 子宮 頸癌検診につ い て検討 しそ の 結果 を報告す る．【方法】2011年 4 月か ら HPV 併用子宮頸癌

検診を開始した．対象は S 市在住 の 30−49歳までの 女性お よ び 「女性特有癌検診推進事業」の 対象者で あ る 20 歳，25歳の 女

性で あ り，希望 者 に 1000 円 の 負担 で 施行 した．サーベ ッ クス ブ ラ シ を用 い ，細胞診用 に ス ラ イ ドグ ラ ス に塗布 した後，HPV
専用容器 に細胞 を回収し，ア ン プ リ コ ア HPV 法で HPV を検出 した．2012年 3 月ま で の 結果 を ま とめ た．【成績】前年 と比 較

して HPV 検査導入後 の 検診受診者数 は 対象年齢 で 12．3％ ，総計で 7．5％ 増加 した，　 HPV 検査率 は 74％ （3837／5186）で あ っ

た，HPV 陽性率 は，20代 24．1％ （80／332），30代 15．4％ （279／1814），40代 9．0％ （153／1691）で 総計 13．3％ （512／3325）で

あ り，細胞診正 常者で の HPV 陽性率 は 12296 （406／3302）で あ り，そ れ ぞ れ 20代 25，2％．30代 14．6％ t　 40代 7．9％ だ っ た．
細胞診異常例に おける HPV 陽性率は，　 ASC −US66．7％ （40／60），　 ASC −HlOO％ （8／8），　 LSIL93．5％ （29／31），　 HSIL96．2％ （25／
26），AGC100 ％ （4／4）だ っ た，　 HSIL の HPV 陰性例 は生検で CIN1 で あっ た．　 HPV 検体採取不適例や PCR 阻害例 は こ れま

で に認め て い ない ，【結論】HPV 併用子宮頸癌検診 に お け る HPV 陽性率 は 日本 に お ける こ れまで の 報告 と同様で あ っ た，HPV
併用子宮頚癌検診に よ り精度の 高い 検査 となる こ とが 期待 で きる，さ らに細胞診及 び HPV 検査の 両 者 と も陰性で あ る場合，
3年後 の 検診を推奨す る こ とか ら受診へ の 動機づ けとなり受診率の 向上 を期待 で きる．今後 こ の 普及に よ り受診者数の 増加

と検診費用の 削減が 期待 で きる と考えられる，
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HPV 関連疾患 に 関す る大規模臨床研究

前濱俊之，入江琢也，伊藤富士子，出田和久，笹川寿之

【目的】近年，若い 女性 の 子 宮頸部上皮内腫瘍 お よ び浸潤癌の 罹患率増加 が指摘 さ れ て い る ．本研究で は 日本 人女性 の 子宮頸

部細胞診断 とそれ に 関連する HPV 感染率，　genotype を明 らか に す る．【方法】2011 年 10 月〜2012 年 3 月に全国の 研究参加施

設 〔71施設）に 来院 した 16〜50歳の 日本人 女性 7，019名 に液状細胞診 （Thin−Prep）と HPV 　Genotyping（Genosearch−31）
を実施した．【成績】平均年齢は 33．7歳．細胞診が 適正と判断され た 6，831人 の うち子宮頸癌検診で 来院 し た 2，892例 （43．6％）
を検診群，何 らか の 婦人科疾 患治療で 来院 し た 3，734例 （56．4％）を 非検診群 と した．HPV 陽性率は 全 体 で 40．7％ ，検診群

24．3％ ， 非検診群 53．4％ で あ っ た．細胞診で NILM （陰性）の 31．4％ （1735／5529），　 ASCUS （意義不明な異型扁平上皮細胞）

の 62．2％ （336／540），ASCH （HSIL を 除外 で きな い 異型扁平上 皮細 胞）の 89．2％ （58／65），　 LSIL （軽 度 扁平上皮内病 変）の

91．4％ （395／432），HSIL （高度扁平上 皮内病変）の 95．5％ （232／／243＞，　 SCC （扁平上 皮癌）の 87．5％ （7／8）が HPV 陽 性で

あ っ た，年齢が 若い ほ ど HPV 陽性率 は 高く（p＜ 0，001）多重 感染 も多 か っ た（p ＜ O．OOI）．全 体 の HPV 型 は HPV52 型 （12％ ），
16型 （8．7％ ），58型 （7．1％ ）の 順 に高頻度で あ っ た．NILM での HPVI6 ，18型陽性率は 43％，　 L4％ で あ っ た．　 HPV 検査の

HSIL以 上 の 細 胞診異 常 検出 感 度は 95，1％，特異度 は 61．6％ で あ っ た．1結 論】細胞診断 にお け る HPV 陽性率 を 明確 に し た，
さ らに若年者に 多重 感 染 の 多い こ と．NILM で の HPV16，18型 の 陽性 率 を示 した意義は大 きい ．　 HPV 検査 に よる細胞診異常

検出感度が 高い こ とか ら HPV 検査併用 の 意義が 示唆され た．
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